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〈情報の発信〉

〈情報の保存〉

〈情報の創造〉

・編集動画
・プログラム

レシピの登録や撮影

・３Dスキャナで読込
・データ保存

・録音
・楽譜登録

（登録データ例）

様々な情報媒体の編集場所であり、
交流場所。
さらにその内容を一次アーカイブ
する。

（扱う主な情報）
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情報の活用

司書・指定管理者補助

キッチンラボ

・スキャナで読込
・データ保存
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ものづくりラボ

音楽ラボ

多目的ラボ
（プロジェクト）

ありのまま発信
ライブ配信

情報の整理度・密度が上がっていく

 デジタル
 アーカイブラボ
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